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• Intersight仮想アプライアンスおよび Intersight Assistのメンテナンスシェル（1ページ）
•コンソールメッセージ（10ページ）

Intersight仮想アプライアンスおよび Intersight Assistのメ
ンテナンスシェル

Cisco Intersight仮想アプライアンスは、インストールをモニタし、アプライアンスを正常にイ
ンストールするための修復手順を提供する診断ユーティリティを提供します。このコンソール

ベースのユーティリティは、アプライアンスのインストール中の設定ミスやネットワークの問

題のトラブルシューティングと対処で役立ちます。メンテナンスシェルの目的は次のとおりで

す。

•インストールの前提条件に関する問題を検出して表示します。

•アプライアンスの展開時に提供される入力の編集を有効にします。

•アプライアンスの展開時に設定を修正した後、または入力を変更した後、インストールの
続行をサポートします。

VMの電源がオンになった後、<https://fqdn-of-your-appliance>にアクセスして、インストール
のステータスを確認します。電源がオンになってから約 15分後に VMが応答しないことに気
づいた場合は、Intersight仮想アプライアンスメンテナンスシェルを使用して、ネットワーキ
ングまたは設定ミスの問題をトラブルシューティングしてください。ログインプロンプトが表

示されたら、診断アカウントの準備ができています。トラブルシューティングを行うには、次

の手順を実行します。

1. 次の 3つのオプションのいずれかを使用して、Intersight仮想アプライアンスメンテナンス
シェルを起動します。

•ハイパーバイザでコンソールウィンドウを開きます。

1. VMWare vCenterまたはMicrosoft Hyper-VManagerから、仮想マシンに移動し、コ
ンソールウィンドウを開きます。
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2. ユーザー名に adminを使用して管理ユーザーとしてログインし、アプライアンス
展開時に使用した管理者パスワードを入力します。

• SSHセッションを開始します。

1. Intersight仮想アプライアンスの IPアドレスに SSH接続します。

2. ユーザー名に adminを使用して管理ユーザーとしてログインし、アプライアンス
展開時に使用した管理者パスワードを入力します。

•シリアルコンソールへの Telnetセッションを開きます。

1. Intersight仮想アプライアンスへの SSHセッションを開くことができない場合は、
「シリアルコンソールを使用したCisco TACサポートの設定」で説明されている
情報を使用して、Intersight仮想アプライアンス VMにシリアルコンソールを追加
します。

2. シリアルコンソールのセットアップで指定された PORT_NUMBERの vCenterホ
スト IPに Telnet接続します。

3. ユーザー名に adminを使用して管理ユーザーとしてログインし、アプライアンス
展開時に使用した管理者パスワードを入力します。

2. コマンドの詳細とコマンドの結果については、次の表に示すオプションのいずれかを選択
してください。

説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

• [1] [ホストに pingを送信する (ping a host)]：このオプショ
ンを使用すると、ホストにpingを送信して、すべてのプロ
パティと要件が正しく入力された後でもインストールが失

敗した理由を確認できます。

• [2] [ホストをトレースルート (Traceroute a host)]:このオプ
ションは、ホストが通過したすべての IPアドレスを表示し
ます。

• [3] [接続テストの実行 (Run connectivity test)]:このオプショ
ンは、接続テストを実行し、ホストからDNSサーバーへの
パスにあるすべてのホストにpingを実行します。このツー
ルは、IPアドレスが有効かどうかを確認するためのいくつ
かのテストを実行し、重複した IPをチェックして、複数の
インスタンスで使用されているかどうかを確認します。[接
続テストの実行 (Run connectivity test)]オプションが DNS
サーバーに到達し、接続の問題を解決します。

診断オプション
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説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

設定オプション

診断

3

診断

Intersight仮想アプライアンスおよび Intersight Assistのメンテナンスシェル



説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

• [a] [現在のネットワーク設定の表示 (Show current network
configuration)]：このオプションは、IPアドレス、サブネッ
トマスク、デフォルトゲートウェイ、DNSサーバー、ホ
スト名、およびDNS接続ステータス（NTPServers、、NTP
サーバーなどの既存の設定を表示し、すべての設定が正し

く入力されていることを確認するために役立ちます。接続

のステータスを確認するには、接続テスト (オプション 3)
を実行します。

診断

4

診断

Intersight仮想アプライアンスおよび Intersight Assistのメンテナンスシェル



説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション
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説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

• [b] [ネットワークインターフェイスプロパティの設定 (set
network interface properties)]：このオプションは、設定し
たネットワークインターフェイスのプロパティを表示しま

す。[Enter]をクリックすると、既存のプロパティを保持し
たり、異なる入力セットを指定したりできます。このオプ

ションは、次のプロパティを使用して問題 (存在する場合)
を検出します。

• [IPアドレスが無効または重複 (An invalid or duplicate
IP address)]：正しいクレデンシャルを使用してホスト
名を設定している場合でも、IPアドレスが間違ってい
る可能性があります。

• [無効なサブネットマスク (Invalid subnet mask)]:無効
なサブネットマスクでは自身のネットワーク内を移動

することができますが、外部トラフィックに影響を与

える可能性があります。

• [不正または無効なデフォルトゲートウェイ (Incorrect
or invalid Default Gateway)]： DNSサーバーがネット
ワークの外部にある場合、無効なデフォルトゲート

ウェイは外部ホストへの接続に影響します。

[IPアドレスの変更 (Changing IP Address)]：このオプ
ションを使用すると、管理ユーザー (ユーザー名admin)
によって次の変更が可能になります。

•同じネットワーク上に新しい IPアドレスを割り当
て、アプライアンスVMを別のネットワークに接
続し、そのネットワーク上に IPを割り当てます。

•別の vCenterまたはHyper-VManager展開に移行し
た後、アプライアンスVMの IPアドレスを変更し
ます。

変更が開始される前に DNSサーバー
レコード (A、CNAME、および PTR)

注目

が更新され、新しい IPアドレスが以
前と同じFQDNに対して解決されるこ
とを確認する必要があります。

IPv4アドレスのみを変更するか、IPv6
アドレスを変更するか、または両方を

同時に変更するかを選択できます。

IPv6アドレスは、アプライアンスが完

診断

6

診断

Intersight仮想アプライアンスおよび Intersight Assistのメンテナンスシェル



説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

全にインストールされた後にのみ設定

できます。IPv6アドレスを変更した後
は、アプライアンスのサービスでダウ

ンタイムは発生しません。アプライア

ンスVM自体は、最初に導入されたと
きにアプライアンスのIPv4アドレスに
割り当てられたDNS名で引き続き管理
されます。IPv6アドレスを設定する
と、IPv6エンドポイントのターゲット
要求のみが有効になります。

IPの変更には最大 15分かかる場合が
あります。この間、アプライアンス

VMを再起動しないことを推奨しま
す。約 15分待機した後、UIからアプ
ライアンスに再度ログインします。
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説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

•マルチノードのみの場合：Maintenance Consoleで
次の手順を実行します。

•設定オプション gを入力して、アプライアン
スの IP変更を準備し、アプライアンスで設定
する選択した IPアドレスを入力します。この
オプションを使用すると、ファイアウォール

ポリシーに新しい IPを追加して、新しい IP
アドレスが割り当てられたときに他の 2つの
ノードがアプライアンスと通信できるように

することができます。

• DNSサーバーレコード（A、CNAME、およ
び PTR）を更新して、アプライアンスのホス
ト名が新しい IPアドレスを指していることを
確認します。

•オプションbを入力して、新しい IPを設定し
ます。構成が適用されると、アプライアンス

が再起動します。IPの変更には最大 15分か
かる場合があります。この間、アプライアン

ス VMを再起動しないことを推奨します。約
15分待機した後、UIからアプライアンスに
再度ログインします。

• [c]インストールサービスの再起動

このオプションは、すでに動作していると想定されていた

ネットワークの設定を修正する場合に役立ちます。たとえ

ば、次のものがあります。

•選択した IPの PTRレコードが欠落しています (静的 IP
割り当て)。

• VMが誤った portgroup/vSwitchに接続されています。

• DHCP経由で IP割り当てを選択した場合、DHCPサー
バーが動作しません。

•インストールの進行状況を確認するには、URL
<fqdn-of-your-appliance-vm>にアクセスします。
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説明Intersightアプライアンスメ
ンテナンスシェルのオプ

ション

• [d]実行デバッグ (認証が必要) (Run Debug (requires
authentication))]：このユーティリティは、Cisco TACがイ
ンストールの問題をトラブルシューティングする場合にの

み使用します。

• [e]ログインバナーの設定：このオプションを使用すると、
新しいバナーメッセージを設定したり、ログイン画面の前

に表示される既存のバナーメッセージを編集したりできま

す。

このオプションを使用すると、アプライアンスVMをグレース
フルリブートし、アプライアンスサービスを再起動すること

ができます。このサブメニューのオプションはデバッグとリカ

バリを目的としており、Cisco TACの指示に従って使用する必
要があります。このオプションには管理者ユーザーとしてアク

セスできます。

[4] [システムサービスステータスの表示 (Show system service
status)]:このオプションは、実行中/保留中のサービスの概要を
提供し、エラーを報告します。このオプションを使用すると、

システムが応答しない場合やサービスの中断が発生した場合に

はいつでも、アプライアンスのステータスをモニタできます。

[5] [システムサービスの再起動 (Restart system services)]：この
オプションでアプライアンスのトラブルシューティングを行

い、実行中のサービスを再起動することができます。

[6] [仮想アプライアンスノードの再起動 (Reboot virtual appliance
node)]：このオプションは、サービスを停止し、アプライアン
スを再起動し、アプライアンスが再起動したときにサービスを

復元します。

メンテナンンスオプション

Intersight仮想アプライアンスインストールおよびトラブルシューティングのデモンストレー
ションについては、『Cisco Intersightアプライアンスおよびデバッグ』をご確認ください。

仮想アプライアンスのサイズオプションのモニタリング

Intersightアプライアンスメンテナンスシェルは、展開サイズの決定と後続のアクションに関
するステータスの更新を表示します。コンソールで展開のステータスをモニタし、必要に応じ

て修正措置を取ることができます。次の表に示すメッセージは、展開のシナリオと特定のリ

ソース要件について説明しています。
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最終メッセージ初期メッセージ

<サイズ>の展開サイズをインストールしまし
た。

<サイズ>の展開サイズをインストールします。

このメッセージは、必要なリソースが十分で

あり、目的のサイズが展開されている場合に

表示されます。

リソース要件を評価した後、小規

模、中規模、大規模または中程度

のオプションで展開することを選

択できます。

（注）

<サイズ>の展開サイズをインストールしまし
た (リソース提供後)。

<サイズ>の展開サイズをインストールします
(リソース提供後)。

このメッセージは、既存の展開が現在の展開

サイズに対してリソースを使用している場合、

および必要なリソースが追加された後に VM
を再起動した場合に表示されます。この展開

はどちらのサイズでもかまいません。

再起動中に展開サイズの変更はありません。

現在実行中の展開サイズは小さくなります。

<サイズ>の展開サイズをインストールしまし
た。

このメッセージは、既存のリソースと必要な

リソースが類似しており、アップグレードが

不要な場合に表示されます。

ダウングレードされた展開サイズ(中から小)。展開サイズを中規模から小規模にダウングレー

ドします。

このメッセージは、中規模の展開のサイズが

小規模にダウングレードされた場合に展開さ

れます。

展開サイズが小規模から中規模にアップグレー

ドされました。

展開サイズのアップグレード (小から中)。

このメッセージは、展開サイズが小規模から

中規模にアップグレードされた場合に表示さ

れます。

コンソールメッセージ
Intersight仮想アプライアンスおよび IntersightAssistのインストール中または通常の操作中に、
コンソールに次のようなメッセージが表示されることがあります。メッセージの正確な内容

は、状況によって異なります。
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kernel:NMI watchdog: BUG: soft lockup - CPU#0 が 36 秒間スタックします。
[watchdog/0:11]

これらのメッセージは、ハイパーバイザが VMの「スナップショット」を作成している場合
や、ハイパーバイザホストのリソースが制約されている場合など、Intersight仮想アプライアン
スまたは IntersightAssistがハイパーバイザによって部分的または完全に一時停止されている場
合に表示されます。Intersight仮想アプライアンスと IntersightAssistは、これらのメッセージが
存在する場合でも正常に動作し続けます。

このようなメッセージが特に短期間に多数発生する場合は、ハイパーバイザ環境を調査して根

本原因を特定することを強くお勧めします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


